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全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇◇ 全全国国税税ホホーームムペペーージジ ◇◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei

ポ
ー
ト
。
そ
の
「
症
状
」
欄

に
並
ん
だ
も
の
と
は
▼
ゆ
と

り
欠
乏
症
、
休
憩
時
間
欠
乏

症
、
通
勤
疲
労
、
慢
性
疲
労
、

疲
労
蓄
積
症
、
早
く
し
な
き

ゃ
ス
ト
レ
ス
症
候
群
、
効
率

悪
化
病
、
少
子
化
対
策
矛
盾

病
、
人
間
関
係
不
全
症
等
々

▼
「
処
方
」
欄
は
、
昼
休
み

の
確
保
や
充
実
し
た
育
児
・

介
護
等
の
観
点
か
ら
早
急
な

時
短
が
必
要
と
、
一
致
し
た

文
言
に
▼
「
所
見
」
欄
に
は
、

昼
休
み
に
身
体
を
休
め
ら
れ

な
い
、
余
裕
が
な
く
職
場
が

疲
弊
し
て
い
る
、
ス
ト
レ
ス

が
溜
ま
る
、
子
ど
も
と
過
ご

す
時
間
が
減
少
、
保
育
園
の

送
迎
に
間
に
合
わ
な
い
、
介

護
に
支
障
等
々
▼
「
時
代
逆

行
症
候
群
」
を
引
き
起
こ
し

た
拘
束
時
間
延
長
、
そ
れ
が

も
た
ら
す
苦
悩
は
何
処
も
同

じ
で
す
。

「
時
短
カ
ル

テ
」
に
取
組

ん
で
き
た
裁

判
所
の
労
働

組
合
・
全
司

法
か
ら
の
レ

〈
出
題
〉
九
段
　
石
榑
郁
郎
　

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉
黒
１
、
３
の
好

手
段
で
無
条
件
生
き
に
し
ま

す
。

（
５
分
で
初
、
二
段
以
上
）

※署の内書きは一般上席からの昇任した数

50
歳
代
の
上
席
切
り
捨
て
も
同
然

３
年
前
、「
給
与
構
造
の
改
悪
」（
図
１
）

が
強
行
さ
れ
、
俸
給
水
準
引
下
げ
と
あ
わ

せ
「
勤
務
実
績
の
給
与
へ
の
反
映
」
が
打

ち
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
動
き
を
先
取
り

し
た
国
税
庁
は
、「
上
席
と
し
て
の
職
責
を

果
た
し
て
い
な
い
」
な
ど
漠
然
と
し
た
理

由
で
、
そ
の
年
の
６
月
末
に
「
勤
勉
手
当

の
低
率
支
給
」、
７
月
に
は
「
定
期
昇
給
未

発
令
」
を
数
多
く
強
行
し
ま
し
た
。

今
年
は
「
勤
勉
手
当
の
低
率
支
給
」
を

一
層
拡
大
さ
せ
、
７
月
の
定
期
異
動
と
昇

任
・
昇
格
で
も
、「
良
く
職
責
を
果
た
し

た
」
か
否
か
、「
目
立
っ
た
仕
事
を
し
た
」

か
否
か
と
い
う
漠
然
と
し
た
「
基
準
」
で

選
別
・
差
別
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
閉
塞
状
態
に
あ
る
中
高
年

層
職
員
の
処
遇
改
善
は
先
送
り
さ
れ
、
女

性
職
員
の
処
遇
「
底
上
げ
」
も
ま
ま
な
ら

ず
、
青
年
間
差
別
も
解
消
ど
こ
ろ
か
拡
大

す
る
事
態
が
生
じ
て
い
ま
す
。

「
育
児
や
介
護
、
健
康
状

態
、
通
勤
事
情
等
の
身
上
に

配
意
」「
特
定
事
業
主
行
動

計
画
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
仕

事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
」

の
発
令
か
、
そ
れ
と
も
配
転

に
よ
り
退
職
に
追
い
込
ま
れ

る
異
常
事
態
は
起
き
て
い
な

い
か
、
現
在
検
証
中
で
す
。

各
局
で
「
異
動
規
模
は
圧

縮
」と
説
明
し
て
い
ま
す
が
、

共
通
し
て
内
部
事
務
一
元
化

に
む
け
た
賦
課
部
門
と
管
徴

部
門
の
交
流
を
統
括
官
も
含

５
級
昇
格

普
34
期
以
降
か

ら
「
解
消
ペ
ー
ス
」
を
後
退

さ
せ
る
運
用
が
強
ま
り
、
今

年
は
普
39
期
の
一
部
が
未
発

令
と
な
っ
て
い
ま
す
。

４
級
昇
格
（
上
席
）

普
46

〜
51
期
と
専
25
〜
27
期
に
発

令
さ
れ
、（
現
時
点
の
調
査

で
は
）
勤
続
20
年
の
普
48
期

ま
で
上
席
に
昇
任
し
て
い
ま

す
。

２
級
昇
格
（
徴
収
官
な
ど
）

普
60
期
の
６
〜
７
割
に
発
令

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
関
信
局

の
発
令
結
果
を
み
れ
ば
、
29

名
中
９
名
が
未
発
令(

発
令

割
合
は
前
年
の
74
％
か
ら

69
％
に
下
降
）、
他
省
庁
に

例
を
み
な
い
青
年
間
差
別
を

継
続
・
拡
大
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、「
実
効
あ
る

計
画
」
と
す
る
た
め
具
体
的

数
値
目
標
を
設
定
す
る
と
と

も
に
、（
税
大
門
戸
開
放
前

に
採
用
さ
れ
た
）
年
度
採
用

女
性
に
光
を
あ
て
、
全
体
の

底
上
げ
を
図
る
昇
任
・
昇
格

発
令
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

「
男
女
共
同
参
画
に
も
配

意
し
、
女
性
職
員
の
登
用
に

努
め
た
結
果
２
０
２
名
が
ポ

ス
ト
に
就
く
」（
東
京
局
幹

部
）
と
説
明
し
、
女
性
署
長

や
指
定
官
職
数
は
増
や
す
傾

向
が
み
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
女
性
職
員
全
体

の
底
上
げ
が
図
ら
れ
た
か
を

検
証
し
た
結
果
、
極
め
て
不

十
分
な
発
令
で
、「
よ
く
職

責
を
果
た
し
た
」
か
否
か
を

口
実
に
女
性
間
の
差
を
温
存

し
て
い
ま
す
。

の
被
害
を
ま
き
散
ら
し
て
い

る
パ
ワ
ハ
ラ
―
部
下
を
精
神

的
に
追
い
つ
め
、
退
職
に
ま

で
追
い
や
っ
た
管
理
者
を
、

「
部
下
な
し
特
官
」
に
す
る

な
ど
、
今
回
の
発
令
は
パ
ワ

ハ
ラ
問
題
に
対
す
る
当
局
の

対
応
が
若
干
変
化
し
た
こ
と

が
想
定
さ
れ
ま
す
。

「
遅
い
。
キ
ッ
チ
リ
処
分

す
べ
き
だ
が
、
そ
れ
で
も
英

断
で
す
か
ね
」
等
の
声
に
示

さ
れ
る
よ
う
に
、
職
場
の
不

信
を
払
拭
す
る
発
令
と
は
ま

だ
ま
だ
言
え
ま
せ
ん
。

へ
の
発
令
は
審
理
専
門
官
か

ら
が
主
で
す
。

関
信
局
で
は
、
３
月
末
と

７
月
に
相
談
官
総
数
の
４
割

に
上
る
31
名
が
退
職
し
て
い

ま
す
。相
談
室
分
室
の
廃
止
、

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
化
が
引

き
金
に
な
っ
た
こ
と
は
容
易

に
想
像
で
き
ま
す
が
、
各
局

で
も
相
談
官
の
処
遇
に
重
大

な
影
響
が
出
始
め
て
い
ま

す
。処

分
指
針
が
明
確
に
示
さ

れ
た
セ
ク
ハ
ラ
と
同
等
以
上

め
拡
大
し
て
い
ま
す
。

地
域
手
当
の
異
動
保
障
に

か
ら
ん
で
、「
住
宅
ロ
ー
ン

や
教
育
の
こ
と
も
あ
り
、
で

き
る
だ
け
配
慮
し
た
」
と
い

う
説
明
も
あ
り
ま
す
が
、
保

障
が
切
れ
て
し
ま
う
職
員
は

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

東
京
局
へ
の
出
向
は
規
模

を
縮
小
し
な
が
ら
続
い
て
い

ま
す
。
東
京
局
か
ら
札
幌
、

大
阪
局
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
は
減

少
し
て
い
ま
す
。

税
目
分
担
と
な
る
相
談
官

一
元
化
へ
賦
課
と
管
徴
の
交
流
拡
大

対
象
に
さ
れ
、
一
般
上
席
に

「
降
格
」
さ
せ
る
事
例
が
目

立
っ
て
い
ま
す
。

病
気
回
復
期
間
の
十
分
な

確
保
、
あ
る
い
は
本
人
へ
の

必
要
な
矯
正
期
間
を
確
保

し
、
真
に
や
む
を
得
な
い
場

合
に
国
公
法
に
従
っ
て
行

い
、
安
易
な
運
用
の
規
制
を

当
局
に
求
め
て
い
き
ま
す
。

平
成
18
年
４
月
「
女
性
職

員
の
採
用
・
登
用
拡
大
計

画
」が
策
定
さ
れ
ま
し
た
が
、

男
女
格
差
は
縮
ま
ら
ず
、
逆

に
女
性
間
の
差
が
拡
大
す
る

事
態
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

全
国
税
が
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
一
般
上
席
か
ら
の
６
級

ポ
ス
ト
は
、
各
局
で
多
少
の

ば
ら
つ
き
は
あ
る
も
の
の
、

発
令
総
数
の
お
お
む
ね
40
％

前
後
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

来
年
３
月
定
年
退
職
を
迎

え
る
普
27
期
は
、
全
国
税
組

合
員
で
１
名
（
東
京
）、「
５

級
上
席
で
定
年
退
職
」
の
切

捨
て
人
事
は
年
々
固
定
化
さ

れ
て
い
ま
す
。

東
京
局
で
は
表
１
の
よ
う

に
一
般
上
席
か
ら
の
発
令
数

は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
関

信
局
で
は
増
加
し
て
い
ま
す

（
昨
年
19→

今
年
40
）。

全
体
的
に
は
一
般
上
席
か

ら
の
発
令
数
は
維
持
さ
せ
て

い
ま
す
が
、
全
国
税
と
職
場

の
仲
間
の
た
た
か
い
・
運
動

が
反
映
し
た
も
の
で
す
。

◇
　
◇
　
◇
　

真
面
目
に
働
い
て
き
た
職

員
に
光
を
当
て
た
人
事
運
用

を
今
年
も
拒
否
す
る
発
令
と

な
り
、
上
席
の
ま
ま
定
年
退

職
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
状
況

が
ま
ん
延
す
る
な
ら
、
職
場

全
体
の
士
気
低
下
に
拍
車
を

か
け
る
こ
と
は
必
至
で
す
。

平
成
22
年
に
定
年
退
職
が

08人勧闘争最終盤　中央行動と人事院・各省庁交渉を展開。
裏面に「７.１７中央総決起集会」と人事院交渉記事を掲載しています。

ピ
ー
ク
に
達
す
る
状
況
の

中
、「
退
職
ま
で
に
誰
も
が

６
級
に
」
さ
せ
る
運
動
で
切

り
捨
て
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け

る
こ
と
が
極
め
て
重
要
と
な

っ
て
い
ま
す
（
表
２
）。

「
本
人
同
意
の
下
、
10
名

の
統
括
官
等
が
降
格
と
な

る
」
と
東
京
局
幹
部
が
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。

自
身
の
健
康
や
家
族
の
介

護
等
の
問
題
が
深
刻
さ
を
増

す
中
に
あ
っ
て
も
、
当
局
は

当
該
職
員
に
厳
し
く「
職
責
」

を
突
き
つ
け
て
い
ま
す
。
そ

の
過
程
で
、「
降
格
を
の
む

の
か
、
そ
れ
と
も
退
職
か
」

を
執
拗
に
迫
る
事
例
が
起
き

て
い
ま
す
。

連
絡
調
整
官
な
ど
も
そ
の

◇
訂
正
◇

前
号
の
全
国

税
組
合
員
に
内
示
さ
れ
た
６

級
ポ
ス
ト
の
内
訳（
特
官
14
、

統
括
官
８
、
国
税
官
１
、
評

価
官
１
）
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。（
特
官
13
…
評
価
官

２
）
に
訂
正
し
ま
す
。

■
６
級
ポ
ス
ト
発
令
■

■
各
級
の
昇
格
状
況
■

■
相
談
官
に
将
来
不
安
■

■
配
転
、
異
動
保
障
■

■
女
性
の
処
遇
底
上
げ
■

■
降
格
人
事
■

※定年退職９ヵ月前で６級ポスト未発令の推移

■
パ
ワ
ハ
ラ
対
策
配
置
か
■

08年定期異動
女
性
の
処
遇
「
底
上
げ
」、
青
年
間
差
別
是
正
拒
否

「
実
績
評
価
」
先
取
り
　
「
職
責
」
で
格
差
を
拡
大

パ
ワ
ハ
ラ
対
策
で
当
局
の
姿
勢
に
変
化
の
兆
し
？

相
談
官
の
処
遇
に
暗
雲
、
退
職
者
増
大

⇒

２５ ２４ 調査中

図１

表１・局署別６級ポスト発令推移（東京地連調査）

表２・増える「上席のまま定年退職」（東京地連調査）
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早
朝
も
、
５
時
以
降
も

職
員
は
青
息
吐
息

【
東
京
地
連
】

あ
る
調
査
一
年
目
の
青

年
は
毎
朝
７
時
30
分
に
出

勤
、
始
業
時
刻
前
に
準
備

調
査
や
調
査
資
料
の
整
理

に
追
わ
れ
ま
す
。
終
業
の

チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ
て
も
席

を
立
つ
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
隣
席
の
二
年

目
の
青
年
も
同
様
で
す
。

次
か
ら
次
へ
と
予
約
の
入

っ
て
い
る
調
査
が
終
わ
ら

な
い
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん

残
業
の
つ
か
な
い
タ
ダ
働

き
で
す
。

３
月
、
個
人
課
税
部
門

に
併
任
発
令
さ
れ
た
調
査

官
は
、
早
朝
７
時
30
分
に

出
勤
、
法
人
の
調
査
仕
掛

り
事
案
の
整
理
、
始
業
時

刻
10
分
前
に
個
人
課
税
部

門
へ
。
夜
は
連
日
３
時
間

超
勤
の
毎
日
。
確
申
明
け

が
来
て
も
喜
ん
で
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。
３
月
後
半
か

ら
新
規
着
手
残
り
10
件
が

待
ち
構
え
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
も
早
朝
出
勤

や
残
業
は
み
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
年
は
そ
の
状

況
が
全
署
的
に
広
が
り
、

よ
り
多
く
の
職
員
が
そ
の

状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
無
理
な
計
画
を
強

要
し
、
そ
れ
を
達
成
す
る

た
め
に
ノ
ル
マ
的
な
運
営

に
走
る
悪
循
環
。
局
幹
部

は
職
場
実
態
を
直
視
し

「
調
査
件
数
大
幅
増
加
」

の
事
務
計
画
を
見
直
す
べ

き
で
す
。

「
格
安
ゴ
ル
フ
」
不
祥
事

【
近
畿
・
東
大
阪
支
部
】

昨
年
の
「
高
級
ク
ラ
ブ

接
待
」
報
道
に
続
き
、
ま

た
大
阪
局
で
「
ゴ
ル
フ
格

安
接
待
」
報
道
が
あ
り
ま

し
た
。
仲
介
し
た
Ｏ
Ｂ
税

理
士
は
、
大
量
の
処
分
を

出
し
た
「
ニ
セ
税
理
士
事

件
」
で
懲
戒
免
職
に
な
っ

た
二
名
の
内
の
一
人
。
こ

れ
ら
の
土
壌
が
今
も
倫
理

観
の
な
い
幹
部
を
生
み
出

し
て
い
ま
す
。
幹
部
に
登

用
し
て
き
た
当
局
の
責
任

は
逃
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

〈
解
答
〉
黒
１
か
ら
３
と
打
つ

の
が
好
手
段
。
白
４
に
は
黒

５
、
７
で
黒
生
き
で
す
。
黒

１
で
２
は
白
１
黒
イ
白
ロ
で

黒
死
。
白
４
で
５
な
ら
黒
イ

で
黒
生
き
で
す
。

時
短
、賃
金
改
善
、非
常
勤
の
処
遇
改
善
を
！

炎
天
下
の
７
月
17
日
、「
な
く
せ
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

引
き
上
げ
ろ
最
低
賃
金

公
務
員
賃
金
改
善
、
労
働
基

本
権
回
復
」
と
染
め
抜
か
れ
た
手
ぬ
ぐ
い
で
汗
を
拭
き

な
が
ら
、
人
事
院
・
各
府
省
庁
へ
の
要
求
・
要
請
、
署

名
提
出
行
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
日
の
中
央
行
動
に
は
全
国
か
ら
２
０
０
０
名
を

こ
え
る
官
民
の
仲
間
が
結
集
し
、
08
人
勧
最
終
盤
の
中

央
行
動
を
終
日
展
開
し
ま
し
た
。

【
人
事
院
・
厚
労
省
前
で
】

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
や
要
求
短

冊
を
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た

国
公
労
連
宣
伝
カ
ー
を
と
り

囲
み
、
日
比
谷
公
園
の
歩
道

を
参
加
者
が
埋
め
つ
く
し
ま

し
た
。

宮
城
県
国
公
代
表
は
「
ガ

ソ
リ
ン
・
灯
油
は
上
が
る
が

通
勤
に
車
を
欠
か
せ
な
い
。

こ
う
し
た
実
態
を
無
視
し
た

『
地
方
切
り
す
て
』
勧
告
は

絶
対
許
さ
な
い
」
と
決
意
表

明
を
行
い
ま
し
た
。

【
総
務
省
前
で
】

公
務
労
組
代
表
は
「
物
価

上
昇
が
生
活
を
直
撃
、
政

府
・
総
務
省
は
使
用
者
責
任

を
果
た
せ
」
と
賃
金
改
善
を

求
め
、
民
間
代
表
は
「
行
き

う
新
聞
記
事
も
あ
る
。

■
勤
務
時
間
短
縮
■

所
要
の
準
備
を
行
っ
た
上

で
、
民
間
準
拠
の
原
則
に
基

づ
い
て
見
直
し
に
関
す
る
勧

告
を
し
た
い
が
、
サ
ー
ビ
ス

低
下
を
き
た
さ
ず
効
率
化
必

須
と
い
う
趣
旨
を
発
信
す
る

必
要
が
あ
る
。

■
非
常
勤
職
員
の
処
遇
■

同
様
な
仕
事
で
も
勤
務
先

で
差
が
あ
り
、
そ
こ
は
整
理

し
よ
う
と
給
与
の
「
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
案
」
を
提
示
し
た
。

更
な
る
措
置
や
雇
用
問
題
は

「
職
」
の
整
理
に
関
わ
る
も

の
で
多
岐
に
わ
た
る
。
関
係

方
面
と
連
絡
を
と
り
、
問
題

意
識
を
持
ち
検
討
し
た
い
。

■
パ
ワ
ハ
ラ
問
題
■

国
公
労
連
・
全
国
税
は
７

月
16
日
、
人
勧
期
の
重
点
課

題
で
人
事
院
と
交
渉
。
人
事

院
か
ら
井
上
職
員
団
体
審
議

官
が
対
応
し
、
冒
頭
、
以
下

の
回
答
を
行
い
ま
し
た
。

■
春
闘
情
勢
と
水
準
■

較
差
の
デ
ー
タ
が
ま
だ
揃

っ
て
い
な
い
が
、
賃
金
・
一

時
金
と
も
楽
観
を
許
さ
な
い

状
況
に
あ
る
。
今
夏
の
ボ
ー

ナ
ス
が
６
年
ぶ
り
減
少
と
い

勧告をめぐる厳しさ強調

非
常
勤
職
員
の
給
与
の
最

低
基
準
を
「
１
級
初
号
俸
」

（
行
（一）
１
級
初
号
俸
は
月
額

13
万
５
６
０
０
円
、
時
給
換

算
約
７
８
０
円
）
と
し
、
そ

の
水
準
ま
で
の
引
き
上
げ
を

目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。

民
間
の
地
域
最
低
賃
金
を

ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
地
方
官

署
で
は
賃
金
の
引
き
上
げ
が

必
要
な
と
こ
ろ
も
出
て
き
ま

す
。
ま
た
、
通
勤
手
当
や
期

末
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
も

言
及
し
て
い
ま
す
。

非
常
勤
職
員
の
給
与
は
予

算
の
範
囲
内
で
支
給
す
る
不

安
定
な
も
の
で
す
。
提
示
さ

れ
た
最
低
基
準
を
上
回
る
に

は
、
相
応
の
財
政
措
置
が
必

要
で
あ
り
、
総
人
件
費
削
減

の
壁
を
打
破
し
な
け
れ
ば
実

現
は
困
難
で
す
。

同
時
に
、「
時
給
１
０
０

０
円
以
上
」
の
要
求
か
ら
み

れ
ば
案
は
不
十
分
で
す
。
公

務
職
場
の
最
低
基
準
を
引
き

上
げ
る
た
め
、
最
賃
闘
争
と

結
合
し
た
た
た
か
い
を
強
化

し
て
い
き
ま
す
。

非常勤職員給与に関する
ガイドライン（案）

１ 俸給に相当する給与については、当該非常勤
職員の職務と類似する職務の常勤職員に適用され
ている俸給表の１級の初号俸の俸給月額を基礎と
して、職務内容、在勤する地域及び職務経験等の
要素を考慮して決定すること。
２　通勤手当に相当する給与を支給すること。
３　相当長期にわたって勤務する職員に対し、期
末手当に相当する給与について、勤務期間等を考
慮の上、支給するよう努めること。
４　各府省においては、非常勤職員の給与に関し
上記１から３までの趣旨を実施するよう、規程を
整備すること。

▼
勤
務
時
間
短
縮
を
明
確
に

決
意
す
る
こ
と
が
前
提
で
あ

り
、
交
替
制
職
場
で
は
実
質

的
時
短
に
つ
な
が
る
制
度
改

善
が
不
可
欠
だ
。

▼
非
常
勤
職
員
給
与
の
「
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
案
」
の
最
低
水

準
は
不
十
分
だ
。
非
常
勤
職

員
の
位
置
づ
け
を
含
め
検
討

す
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
処

遇
改
善
で
さ
ら
に
踏
み
込
む

方
向
を
勧
告
で
示
す
べ
き
。

▼
被
害
者
も
増
え
、
メ
ン
タ

ル
不
全
の
原
因
に
も
な
っ
て

い
る
パ
ワ
ハ
ラ
に
つ
い
て
、

防
止
や
対
処
方
策
に
関
す
る

指
針
を
出
す
べ
き
。

善
の
要
望
が
強
い
。
そ
の
中

で
初
任
層
・
青
年
層
の
底
上

げ
を
重
視
し
て
い
る
。

民
間
を
含
め
問
題
事
例

が
増
加
し
苦
情
相
談
も
出

て
お
り
、
共
通
の
認
識
を

持
つ
。
た
だ
、
パ
ワ
ハ
ラ

定
義
が
未
確
立
で
あ
り
、

民
間
事
例
も
見
な
が
ら
研

究
し
た
い
。

◇
　
◇
　
◇
　

こ
の
回
答
に
対
し
、
以

下
の
点
を
申
し
入
れ
、

「
職
場
の
期
待
に
応
え
る

勧
告
」
を
強
く
求
め
ま
し

た
。

▼
す
べ
の
世
代
で
俸
給
改

「１級初号棒」まで引き上げ人
事
院
は
「
非
常
勤
職
員

の
給
与
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
案
」（
別
表
）
を
提
案

し
て
き
ま
し
た
。

短
縮
を
」
の
ノ
ボ
リ
が
林
立

し
た
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で

開
催
し
た
中
央
決
起
集
会
。

国
公
労
連
は
ブ
ロ
ッ
ク
・

県
国
公
と
単
組
代
表
が
ノ
ボ

リ
旗
を
掲
げ
て
登
壇
し
、

「
燃
料
費
高
騰
の
も
と
生
活

守
る
賃
上
げ
を
」（
北
海
道
）、

過
ぎ
た
入
札
制
度
で
４
０
０

万
円
の
年
収
が
２
５
０
万
円

に
な
る
。
税
金
が
使
わ
れ
る

事
業
で
の
賃
下
げ
頻
発
は
大

問
題
」
と
訴
え
ま
し
た
。

【
財
務
省
前
で
】

国
公
労
連
代
表
は
「
こ
の

間
、
日
雇
い
派
遣
禁
止
や
最

賃
引
き
上
げ
等
、
私
た
ち
の

運
動
で
一
定
の
到
達
点
を
築

い
て
き
た
。
破
綻
し
た
『
構

造
改
革
』
を
取
り
繕
う
骨
太

方
針
に
ス
ト
ッ
プ
を
」
と
述

べ
、
愛
知
県
国
公
代
表
は

「
総
人
件
費
削
減
で
公
務
の

職
場
か
ら
若
い
職
員

が
い
な
く
な
っ
た
。

異
常
な
実
態
を
是
正

し
て
い
こ
う
」
と
訴

え
ま
し
た
。

【
中
央
総
決
起
集
会

銀
座
を
デ
モ
行
進
】

「
最
低
賃
金
の
大

幅
引
き
上
げ
を
」

「
許
す
な
官
製
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
」
の
垂

れ
幕
や
「
勤
務
時
間

「
ス
ト
ッ
プ
　
霞
が
関
の
長

時
間
労
働
」（
関
東
）、「
地

方
犠
牲
反
対
、
国
は
責
任
を

果
た
せ
、
要
ら
な
い
の
は
米

軍
基
地
」（
沖
縄
）
等
々
、

職
場
と
地
域
の
切
実
な
要
求

実
現
の
決
意
を
表
明
し
ま
し

た
。こ

の
後
、
炎
暑
を
つ
き
、

有
楽
町
、
銀
座
そ
し
て
東
京

駅
前
を
デ
モ
行
進
し
、
行
動

と
要
求
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。 人事院へ「賃金要求

改善署名」を提出
公務労組連絡会は、

この日122 , 750筆の
「賃金・労働条件改善
署名」を人事院に提出
（提出した署名は合計
171,801筆）。
対応した人事院職員

福祉局・小林主任職員
団体調査官は「署名は
組合員の切実な声とし
て受けとめる」と回答
しました。

「
総
人
件
費
削
減
」
が

手
か
せ
・
足
か
せ
に

激
暑
の
も
と
の
中
央
行
動

２
０
０
０
名
が
参
加

０８人勧最終盤人
事
院 勤務時間見直し勧告
行うと表明したが

人事院の「非常勤給与のガイドライン案」
通勤手当や期末手当の支給にも言及


